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(57)【要約】
【課題】情報記憶装置において、中断する受信ＲＦ信号
の検出の可能性を高くする。
【解決手段】情報アクセス・システムは読取り書込み装
置(204)と情報記憶装置(302)を含む。情報記憶装置にお
いて、受信部(230,242,246)は、第１周波数のＲＦ信号
を所定時間間隔(Tcs)で発生する第１所定期間(50)にキ
ャリア・センスして検知し、第１周波数のＲＦ信号のキ
ャリアを検出したときに情報要求信号を受信し、情報要
求信号の受信に応答して第２周波数のＲＦ信号をキャリ
ア・センス(58)する。制御部(210)は、受信部によって
第１所定期間に第１周波数のＲＦ信号のキャリアが検出
されなかったとき、所定時間間隔より短い休止期間(Drc
s)後の第２所定期間(52)に第１周波数のＲＦ信号をキャ
リア・センスして検知するよう受信部を動作させる。送
信部(230,222)は、受信部によって第２周波数のＲＦ信
号のキャリアが検出されなかったとき第２周波数で応答
信号を送信する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のメモリと、時間を計測する第１のタイミング発生部と、送信期間において第１の
周波数で情報要求信号を送信する第１の送信部と、前記第１の周波数と異なる第２の周波
数で応答信号を受信し、非送信期間における第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信
号をキャリア・センスする第１の受信部と、前記非送信期間において前記第１の送信部の
送信を中断させ、前記第１の受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲ
Ｆ信号のキャリアが検出されたとき、前記非送信期間を継続して第１の所定の休止期間の
後の第２の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう
前記第１の受信部を動作させる第１の制御部と、を具える読取り書込み装置と、
　識別情報を格納する第２のメモリと、時間を計測する第２のタイミング発生部と、バッ
テリと、前記第１の周波数のＲＦ信号を所定の時間間隔で発生する第３の所定期間にキャ
リア・センスして検知するよう動作し、前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアを検出し
たときにさらに前記情報要求信号を受信し、前記情報要求信号の受信に応答して第４の所
定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスするよう構成された第２の受信
部と、前記第２の受信部によって前記第３の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキ
ャリアが検出されなかったとき、前記所定の時間間隔より短い第２の所定の休止期間の後
の第５の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前
記第２の受信部を動作させ、前記第２の受信部によって前記第４の所定期間に前記第２の
周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されたとき、前記所定の時間間隔より短い第３の所定
の休止期間の後の第６の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして
検知するよう前記受信部を動作させる第２の制御部と、前記第２の受信部によって前記第
２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されなかったとき前記第２の周波数で前記応答信
号を送信する第２の送信部と、を具える情報記憶装置と、
を含む、情報アクセス・システム。
【請求項２】
　識別情報を格納するメモリと、
　時間を計測するタイミング発生部と、
　バッテリと、
　第１の周波数のＲＦ信号を所定の時間間隔で発生する第１の所定期間にキャリア・セン
スして検知するよう動作し、前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアを検出したときにさ
らに情報要求信号を受信し、前記情報要求信号の受信に応答して前記第１の周波数と異な
る第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスするよう構成された受信部と、
　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検
出されなかったとき、前記所定の時間間隔より短い休止期間の後の第２の所定期間に前記
第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記受信部を動作させる制
御部と、
　前記受信部によって前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されなかったとき前
記第２の周波数で前記応答信号を送信する送信部と、
を具える、情報記憶装置。
【請求項３】
　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検
出されなかったとき、前記制御部は、前記休止期間およびその後の前記第２の所定期間に
おける前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリア・センスを、前記第１の周波数のＲＦ信号
のキャリアが検出されない限り最大で所定回数まで前記受信部に繰り返させることを特徴
とする、請求項２に記載の情報記憶装置。
【請求項４】
　　識別情報を格納するメモリと、
　時間を計測するタイミング発生部と、
　バッテリと、
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　第１の周波数のＲＦ信号を所定の時間間隔で発生する第１の所定期間にキャリア・セン
スして検知するよう動作し、前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアを検出したときにさ
らに情報要求信号を受信し、前記情報要求信号の受信に応答して第２の所定期間に前記第
１の周波数と異なる第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスするよう構成された受信
部と、
　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検
出されなかったとき、前記所定の時間間隔より短い第１の所定の休止期間の後の第３の所
定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記受信部を
動作させ、前記受信部によって前記第２の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号のキャ
リアが検出されたとき、前記所定の時間間隔より短い第２の所定の休止期間の後の第４の
所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記受信部
を動作させる制御部と、
　前記受信部によって前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されなかったとき前
記第２の周波数で前記応答信号を送信する送信部と、
を具える、情報記憶装置。
【請求項５】
　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検
出されなかったとき、前記制御部は、前記第１の所定の休止期間およびその後の前記第３
の所定期間における前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリア・センスを、前記第１の周波
数のＲＦ信号のキャリアが検出されない限り最大で第１の所定回数まで前記受信部に繰り
返させることを特徴とする、請求項４に記載の情報記憶装置。
【請求項６】
　前記受信部によって前記第２の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検
出されたとき、前記制御部は、前記第２の所定の休止期間およびその後の前記第４の所定
期間における前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリア・センスを、前記第２の周波数のＲ
Ｆ信号のキャリアが検出される限り最大で第２の所定回数まで前記受信部に繰り返させる
ことを特徴とする、請求項４または５に記載の情報記憶装置。
【請求項７】
　メモリと、時間を計測するタイミング発生部と、
　送信期間において第１の周波数で情報要求信号を送信する送信部と、
　前記第１の周波数と異なる第２の周波数で応答信号を受信し、非送信期間における第１
の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスする受信部と、
　前記非送信期間において前記送信部の送信を中断させ、前記受信部によって前記第１の
所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されたとき、前記非送信期間を
継続して所定の休止期間の後の第２の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア
・センスして検知するよう前記受信部を動作させる制御部と、
を具える、読取り書込み装置。
【請求項８】
　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検
出されたとき、前記制御部は、前記所定の休止期間およびその後の前記第２の所定期間に
おける前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリア・センスを、前記第１の周波数のＲＦ信号
のキャリアが検出される限り最大で所定回数まで前記受信部に繰り返させることを特徴と
する、請求項７に記載の読取り書込み装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、読取り書込み装置によって非接触で情報の読み取り書き込みが可能なアクテ
ィブ型の情報記憶装置に関し、特に、複数の読取り書込み装置からの受信ＲＦ信号の相互
干渉の確率が低くなるようにしたアクティブ型のＲＦ ＩＤまたは非接触ＩＣカードを読
み取るためのシステムに関する。



(4) JP 2010-33328 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　バッテリ給電型すなわちアクティブ・タイプ（アクティブ型）のＲＦＩＤタグは、商品
等に取り付けられまたは人によって携帯され、それら商品および人に関するＩＤおよび情
報を搬送する所定の周波数のＲＦ信号を送信し、そのＲＦ信号はリーダ装置によって読み
取られる。その読み取られた情報はコンピュータ等によってさらに処理され、商品の流通
および人の行動を監視および管理できる。バッテリ給電によるアクティブ・タイプのＲＦ
ＩＤタグは、電力をリーダ／ライタ装置から非接触で受け取るパッシブ・タイプのＲＦ 
ＩＤタグに比べて、通信可能距離が比較的長く、実用的である。リーダ／ライタ装置から
のタグＩＤの要求に対してのみ応答する改良型のアクティブ型ＲＦＩＤタグがある。
【０００３】
　例えばＲＦ ＩＤタグのようなアクティブ型非接触情報記憶装置の情報へアクセスする
情報アクセス・システムが知られている。そのような情報アクセス・システムにおいて、
リーダ／ライタ装置は、第１の周波数のＩＤ要求信号を連続的に送信し、第２の周波数の
ＲＦ信号を受信可能な連続的な受信待状態をとる。アクティブ非接触情報記憶装置は、第
１周波数のＲＦ信号をキャリア・センスする受信部と、ＩＤ要求信号を受信したときに第
２周波数の応答信号を送信する送信部とを含む。その受信部は、所定周期の所定期間に第
１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスする。受信部が所定期間に第１の周波数のＲＦ
信号を検知すると、受信部はＩＤ要求信号を受信し、送信部はＩＤを含む第２周波数の応
答信号を送信する。制御部は、キャリア・センスのとき、各所定期間で受信部を動作状態
に送信部を不動作状態にし、受信部が所定期間に第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・セ
ンスして検知できないときキャリア・センスの所定期間と次にキャリア・センスを行う次
の所定期間の間の非キャリア・センス期間に受信部と送信部を不動作状態にする。それに
よって、アクティブ型非接触情報記憶装置の消費電力を減らす。
【特許文献１】特開２００６－３３８４８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　リーダ／ライタ装置の送信ＲＦ信号の送信電力が微弱で短距離で送受信する場合には、
他のリーダ／ライタ装置の送信ＲＦ信号と干渉することなくアクティブ型ＲＦＩＤタグと
の間でＲＦ信号を送受信し得る。しかし、リーダ／ライタ装置の送信ＲＦ信号の送信電力
がより高くより長い距離で送受信可能な場合には、或るリーダ／ライタ装置からの送信Ｒ
Ｆ信号は、近くにある他のリーダ／ライタ装置からの送信ＲＦ信号と干渉し得る。従って
、リーダ／ライタ装置は、周期的に、ＲＦ信号の送信を中断して他からの送信ＲＦ信号を
送信周波数でキャリア・センスして、送信周波数のキャリアが検出されないときにだけＲ
Ｆ信号の送信を再開することが、望ましい。
【０００５】
　発明者たちは、リーダ／ライタ装置が干渉防止のためにＲＦ信号の送信を中断すると、
アクティブ型ＲＦＩＤタグがリーダ／ライタ装置の近くに位置していてもそのリーダ／ラ
イタ装置からのＲＦ信号を周期的キャリア・センスによって検出できなくなることがある
、と認識した。発明者たちは、リーダ／ライタ装置からのＲＦ信号の送信が中断した場合
に、ＲＦＩＤタグがＲＦ信号を検出するまでキャリア・センスを連続的に行うと、ＲＦ 
ＩＤタグの消費電力が増大する、と認識した。発明者たちは、リーダ／ライタ装置からの
ＲＦ信号を検出しやすくするために、リーダ／ライタ装置からのＲＦ信号を検出できない
場合には、ＲＦＩＤタグが短い周期で最大で所定回数までのキャリア・センスを繰り返し
行うと、ＲＦ ＩＤタグの消費電力を節減しつつリーダ／ライタ装置からのＲＦ信号を検
出しやすくなる、と認識した。
【０００６】
　また、発明者たちは、ＲＦ ＩＤタグが、ＲＦ信号を送信する前に周期的にそのＲＦ信
号の送信周波数でキャリア・センスして、ＲＦ信号を検出した場合にはＲＦ信号を送信せ
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ず、ＲＦ信号を検出しなかった場合にＲＦ信号を送信するようにすれば、他のＲＦＩＤタ
グからのＲＦ信号との干渉の確率を減少させることができる、と認識した。
【０００７】
　本発明の目的は、別の装置からの中断し得る送信ＲＦ信号を検出しやすくした情報記憶
装置を実現することである。
【０００８】
　本発明の別の目的は、別の装置からの送信ＲＦ信号との干渉の可能性を低減しつつＲＦ
信号を送信しやすくした情報記憶装置を実現することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の特徴によれば、情報アクセス・システムは、読取り書込み装置と、情報記憶装
置と、を含んでいる。その読取り書込み装置は、第１のメモリと、時間を計測する第１の
タイミング発生部と、送信期間において第１の周波数で情報要求信号を送信する第１の送
信部と、前記第１の周波数と異なる第２の周波数で応答信号を受信し、非送信期間におけ
る第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスする第１の受信部と
、前記非送信期間において前記第１の送信部の送信を中断させ、前記第１の受信部によっ
て前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されたとき、前記
非送信期間を継続して第１の所定の休止期間の後の第２の所定期間に前記第１の周波数の
ＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記第１の受信部を動作させる第１の制御
部と、を具えている。その情報記憶装置は、識別情報を格納する第２のメモリと、時間を
計測する第２のタイミング発生部と、バッテリと、前記第１の周波数のＲＦ信号を所定の
時間間隔で発生する第３の所定期間にキャリア・センスして検知するよう動作し、前記第
１の周波数のＲＦ信号のキャリアを検出したときにさらに前記情報要求信号を受信し、前
記情報要求信号の受信に応答して第４の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号をキャリ
ア・センスするよう構成された第２の受信部と、前記第２の受信部によって前記第３の所
定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されなかったとき、前記所定の時
間間隔より短い第２の所定の休止期間の後の第５の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信
号をキャリア・センスして検知するよう前記第２の受信部を動作させ、前記第２の受信部
によって前記第４の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されたとき
、前記所定の時間間隔より短い第３の所定の休止期間の後の第６の所定期間に前記第２の
周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記受信部を動作させる第２の制
御部と、前記第２の受信部によって前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されな
かったとき前記第２の周波数で前記応答信号を送信する第２の送信部と、を具えている。
【００１０】
　本発明は、また、上述の情報アクセス・システムに用いることができる読取り書込み装
置および情報記憶装置に関する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、情報記憶装置は、別の装置からの中断し得る送信ＲＦ信号を検出する
可能性が高くなり、別の装置からの送信ＲＦ信号との干渉の可能性を低減しつつＲＦ信号
を送信できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の非限定的な実施形態を、図面を参照して説明する。図面において、同様の構成
要素には同じ参照番号が付されている。
【００１３】
　図１は、アクティブ型非接触情報記憶装置としてのアクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２
とリーダ／ライタ装置３０２の構成を示している。
【００１４】
　アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２とリーダ／ライタ装置３０２の構成は、特開２００
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６－３３８４８９号公報（ＵＳ２００６／２７６２０６－Ａ１に対応）に開示されたもの
の変形形態である。ここで、この文献を参照により組み込む。
【００１５】
　アクティブ型非接触情報記憶装置として、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２の代わり
に、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２と同様の構成を有する非接触ＩＣカードを用いて
もよい。この場合、ＲＦ ＩＤタグ２０２とリーダ／ライタ装置３０２の間で送信データ
は暗号化され、受信データは暗号解読されて認証に用いられる。代替構成として、認証を
行わなくてもよく、また、送信データを暗号化しなくてもよい。
【００１６】
　アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２は、制御部２１０と、メモリ２１４と、データ生成
部２２２と、送信部（ＴＸ）２３０と、受信部（ＲＸ）２５０と、データ復号部２４２と
、キャリア判定部２４６と、ウェイクアップ部２７０を含むタイミング発生部２６０と、
送信アンテナ（ＡＮＴ）２８２と、受信アンテナ（ＡＮＴ）２８４と、バッテリ２９０と
、を具えている。
【００１７】
　ウェイクアップ部２７０は、時間を測定し時刻を生成するタイマ２７４を含み、ＲＦ 
ＩＤタグ２０２の電源投入後は常に活動状態になっていて、タイマ２７４の時刻およびメ
モリ２１４から読み出した予め設定された制御スケジュールおよび時間制御シーケンスに
従って例えば２秒といった所定のキャリア・センス周期Ｔｃｓでウェイクアップ信号（Wa
keup）を生成して制御部２１０に供給する。制御部２１０は、メモリ２１４中の時刻Ｔに
基づいてタイマ２７４の時刻を修正し、タイマ２７４によって生成された現在の時刻Ｔを
メモリ２１４に書き込み更新する。
【００１８】
　データ生成部２２２は、メモリ２１４に格納されているタグＩＤ（ＩＤ＿ｔａｇ）等を
含む所定のフォーマットのデータを生成して、所定の暗号化方式でそれを暗号化し、所定
の符号化方式に従ってそれを符号化して送信部２３０に供給する。そのデータはバッテリ
残量およびアクセス記録を含んでいてもよい。送信部（ＴＸ）２３０は、データ生成部２
２２から受け取ったベースバンドの符号化データでキャリアを変調して、周波数ｆ２また
は相異なる周波数ｆ２ｉ（ｎ＝１、２、．．．ｎ）のＲＦ信号を送信する。
【００１９】
　受信部（ＲＸ）２５０は、受信周波数ｆ１のＲＦ信号を受信して復調してベースバンド
符号化データを生成し、受信ＲＦ信号のキャリア強度を表すデータを生成する。
【００２０】
　キャリア判定部２４６は、受信部２５０から受信ＲＦ信号キャリアの電力の強度を表す
データを受け取って、キャリア強度を表すデータに基づいて受信キャリアの有無を判定し
て、その判定結果を制御部２１０に供給する。
【００２１】
　データ復号部２４２は、受信した符号化データを所定の符号化方式に従って復号して、
その復号データを所定の暗号化方式に従って暗号解読し、その解読データをデータ生成部
２２２および制御部２１０に供給する。
【００２２】
　周波数ｆ１およびｆ２は、例えばそれぞれ９５１ＭＨｚおよび９５５ＭＨｚである。周
波数ｆ２ｉは、例えば９５５ＭＨｚ、９５６ＭＨｚ、．．．．９６０ＭＨｚである。送信
部（ＴＸ）２３０の送信出力は、例えば１ｍＷである。
【００２３】
　送信アンテナ（ＡＮＴ）２８２は、送信部２３０に結合される。受信アンテナ（ＡＮＴ
）２８４は、受信部２５０に結合される。代替構成として、アンテナ２８２と２８４は１
つのアンテナであってもよい。
【００２４】
　　バッテリ２９０は、各構成要素２１０～２７０等に電力を供給する。
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【００２５】
　制御部２１０は、乱数発生部２１１と、周波数切り換え部２１２と、タイミング調整部
２１３とを含んでいる。乱数発生部２１１は、送信タイムスロットをランダムに選択する
ための乱数を発生する。周波数切り換え部２１２は、送受信周波数ｆ２ｉを切り換える。
タイミング調整部２１３は、送信タイミングを調整する。
【００２６】
　制御部２１０は、電源投入後は常に活動状態になっていて、メモリ２１４と、データ生
成部２２２と、送信部２３０と、受信部２５０と、データ復号部２４２と、キャリア判定
部２４６と、ウェイクアップ部２７０とに、それぞれメモリ制御信号ＣＴＲＬ＿Ｍ、デー
タ生成制御信号ＣＴＲＬ＿ＥＮＣ、送信制御信号ＣＴＲＬ＿ＴＸ、受信制御信号ＣＴＲＬ
＿ＲＸ、データ復号制御信号ＣＴＲＬ＿ＤＥＣ、キャリア判定制御信号ＣＴＲＬ＿ＣＳお
よびタイミング発生部制御信号またはウェイクアップ部制御信号を供給する。制御部２１
０は、プログラムに従って動作するマイクロプロセッサまたはマイクロコンピュータであ
ってもよい。
【００２７】
　メモリ２１４は、ＲＦ ＩＤタグ２０２のタグＩＤ（ＩＤ＿ｔａｇ）、認証用のシステ
ムＩＤ（ＩＤ＿ｓｙｓｔｅｍ）および暗号鍵／復号鍵Ｋｅ、現在の時刻Ｔ、リーダ／ライ
タ装置３０２によるアクセスの記録、ウェイクアップ部２７０の制御スケジュールおよび
時間制御シーケンス、バッテリ２９０の現在の電力残量、受信ＲＦ信号のキャリア・セン
スの周期Ｔｃｓ、キャリア・センス持続時間、受信処理持続時間、送信処理持続時間、等
の情報を格納している。メモリ２１４は、現在の時刻Ｔ、システムＩＤおよび暗号鍵／復
号鍵Ｋｅを、データ生成部２２２およびデータ復号部２４２に供給する。
【００２８】
　これらの情報は、リーダ／ライタ装置３０２によって予めＲＦ ＩＤタグ２０２に送信
され、制御部２１０によってメモリ２１４に予め格納される。メモリ２１４におけるこれ
らの情報は、制御部２１０の制御の下で格納され、更新される。
【００２９】
　システムＩＤは、リーダ／ライタ装置３０２とＲＦ ＩＤタグ２０２等の複数のＲＦ Ｉ
Ｄタグで構成される同じグループによって共有される共通のＩＤを表している。システム
ＩＤは、リーダ／ライタ装置３０２のＩＤであってもよい。
【００３０】
　データ生成部２２２は、メモリ２１４に格納されている暗号鍵Ｋｅを用いて所定の暗号
方式に従って送信データを暗号化する暗号化部２２４を含んでいる。データ復号部２４２
は、受信データを所定の暗号方式に従って暗号鍵／復号鍵Ｋｅを用いて解読する解読部２
４４を含んでいる。ここでは、所定の暗号方式を共通鍵暗号方式として説明するが、公開
鍵暗号方式であってもよい。
【００３１】
　リーダ／ライタ装置３０２は、制御部３１０と、メモリ３１４と、データ生成部３２２
と、送信部（ＴＸ）３３０と、受信部（ＲＸ）３５０と、データ復号部３４２と、キャリ
ア判定部３４６と、タイミング発生部３７０と、送信アンテナ（ＡＮＴ）３８２と、受信
アンテナ（ＡＮＴ）３８４と、を具えている。
【００３２】
　制御部３１０は、ホスト・コンピュータ（図示せず）との間でデータを送受信する。デ
ータ生成部３２２は、送信期間において、制御部３１０から受け取ったコマンド（ＣＭＤ
）等を含む所定のフォーマットのデータを生成してそのデータを暗号化しその暗号データ
を符号化して符号化データを生成する。
【００３３】
　送信部（ＴＸ）３３０は、断続的または間欠的にＲＦ信号を送信し、送信期間において
、データ生成部３２２から受け取ったベースバンド符号化データでキャリアを変調して周
波数ｆ１のＲＦ信号を送信する。送信部（ＴＸ）３３０の送信出力は例えば１００ｍＷで
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ある。
【００３４】
　受信部（ＲＸ）３５０は、受信周波数ｆ２またはｆ２１～ｆ２ｎのＲＦ信号を受信する
受信部と、リーダ／ライタ装置３０２の送信周波数ｆ１のＲＦ信号を受信する受信部とを
有する。代替構成として、受信部３５０に周波数ｆ１のＲＦ信号を受信する受信部を設け
ずに、送信部（ＴＸ）３３０に代えて、周波数ｆ１のＲＦ信号を送信する送信部と周波数
ｆ１のＲＦ信号を受信部とを含む送受信部を用いてもよい。この場合は、受信部３５０中
の周波数ｆ１のＲＦ信号を受信する受信部を動作させる代わりに、そのような送受信部中
の周波数ｆ１のＲＦ信号を受信する受信部を動作させる。
【００３５】
　キャリア判定部３４６は、受信部３５０から送信周波数ｆ１の受信ＲＦ信号キャリアの
電力の強度を表すデータを受け取って、その強度データに基づいて受信ＲＦ信号のキャリ
アの有無を判定して、その判定結果を制御部３１０に供給する。
【００３６】
　データ復号部３４２は、受信部３５０から受け取った受信データを復号しその復号デー
タを暗号解読してベースバンド解読データを生成し、その解読データを制御部３１０に供
給する。
【００３７】
　タイミング発生部３６０は、予め設定された時間制御シーケンスに従って、時間を測定
し時刻を生成し、休止タイミング、キャリア・センス・タイミングおよび送信タイミング
を発生する。タイミング発生部３６０は、周期期間タイマ３７４、および送信干渉防止用
の休止または遅延タイマ３７６を有する。
【００３８】
　送信アンテナ（ＡＮＴ）３８２は、送信部３３０に結合される。受信アンテナ（ＡＮＴ
）３８４は、受信部３５０に結合される。代替構成として、アンテナ３８２と３８４は１
つのアンテナであってもよい。
【００３９】
　メモリ３１４は、認証用の現在の時刻Ｔ、認証用のシステムＩＤ（ＩＤ＿ｓｙｓｔｅｍ
）および暗号鍵／復号鍵Ｋｅ、動作の周期期間Ｃｔｘ、送信持続時間、休止期間Ｄｒｗｃ
ｓ、キャリア・センス持続時間、等の情報を格納している。データ生成部３２２は、メモ
リ３１４に格納されている所定の暗号方式に従って暗号鍵Ｋｅを用いて送信データを暗号
化する暗号化部３２４を含んでいる。データ復号部３４２は、所定の暗号方式に従って暗
号鍵／復号鍵Ｋｅを用いて受信データを解読する解読部３４４を含んでいる。
【００４０】
　制御部３１０は、ホスト・コンピュータからのタグＩＤまたはタグ情報読取り要求コマ
ンド（以下、単にタグ情報要求コマンドという）等のコマンドを受け取った場合、そのよ
うなコマンドを含むデータをデータ生成部３２２に供給する。そのデータは、ＲＦ ＩＤ
タグ２０２の使用すべき送信周波数ｆ２またはｆ２ｉ、基準の現在の時刻Ｔ、新しいまた
は更新された制御スケジュール、時間制御シーケンス、休止期間の値、および計数値、等
を含んでいてもよい。そのようなコマンドには、現在の時刻Ｔとともにタイマ２７４の時
刻を修正または更新するよう命令するコマンドが含まれていてもよい。そのようなコマン
ドには、新しいまたは更新された制御スケジュールまたは時間制御シーケンスとともにメ
モリ２１４に格納されているスケジュールまたはシーケンスを修正または更新するよう命
令するコマンドが含まれていてもよい。
【００４１】
　図２Ａは、リーダ／ライタ装置３０２の送信休止期間４１、送信周波数ｆ１のキャリア
・センス４４、およびタグ情報要求コマンド（ＣＭＤ）を搬送するＲＦ信号の送信処理４
２のタイムチャートを示している。図２Ｂは、リーダ／ライタ装置３０２の受信待ち状態
４６および受信ＲＦ信号の受信処理４８のタイムチャートを示している。図２Ｃは、アク
ティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２のキャリア・センス５０、受信ＲＦ信号の受信処理５４お
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よび５５、および認証成功の場合における応答を搬送するＲＦ信号の送信処理５６のタイ
ムチャートを示している。
【００４２】
　図２Ａを参照すると、リーダ／ライタ装置３０２のデータ生成部３２２は、制御部３１
０から受け取ったＲＦ ＩＤタグに対するタグ情報要求コマンドを含むデータを生成しそ
れを暗号化し、その暗号データを符号化して、符号化された暗号データを生成する。
【００４３】
　送信休止期間４１において、送信部３３０は、周波数ｆ１のＲＦ信号の送信を中断し、
所定の休止期間Ｄｗｒｃｓ（例えば、１００ｍｓ）経過後に例えば約１ｍｓ～１０ｍｓの
所定の持続時間で発生するキャリア・センス４４の時間期間に送信周波数ｆ１でキャリア
・センスを行う。
【００４４】
　キャリア・センス期間４４にキャリアが検出されなかった場合は、送信部３３０は、周
期期間Ｃｔｘにおける残りの送信期間４０において、送信処理４２の連続する各タイムス
ロットで、そのコマンドを搬送するＲＦ信号を充分短い間隔で周期的に送信する。一方、
キャリアが検出された場合は、制御部３１０は、周期期間Ｃｔｘの残りの期間において送
信部３３０の送信を抑止して送信休止期間４１を継続する。それによって、リーダ／ライ
タ装置３０２の周波数ｆ１の送信ＲＦ信号と他のリーダ／ライタ装置等の周波数ｆ１の送
信ＲＦ信号との干渉を防止することができる。
【００４５】
　図２Ｃを参照すると、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２において、受信部２５０およ
びキャリア判定部２４６は、ウェイクアップ部２７４のウェイクアップ信号に従って例え
ば０．８秒といった一定の周期Ｔｃｓで例えば約１ｍｓ～１０ｍｓの所定の持続時間で発
生するキャリア・センス５０の時間期間に制御部２１０によってイネーブル（活動化、en
able）される。それによって、受信部２５０は受信待ち状態になり、キャリア判定部２４
６は受信部２５０からの周波数ｆ２またはｆ２ｉの受信ＲＦ信号キャリア電力の強度を表
すデータに従って受信キャリアの有無の判定を行う。
【００４６】
　ＲＦ ＩＤタグ２０２がリーダ／ライタ装置３０２に接近していない場合、およびリー
ダ／ライタ装置３０２がＲＦ信号の送信を中断している場合は、ＲＦ ＩＤタグ２０２の
キャリア判定部２４６はキャリアを検出せず（ＮＤ）、キャリアが存在しないと判定する
。
【００４７】
　キャリア・センス５０相互間の期間５１において、ＲＦ ＩＤタグ２０２は休止モード
に入って、制御部２１０およびタイミング発生部２６０（ウェイクアップ部２７０を含む
）だけがイネーブルまたはパワー・オン（付勢）されており、その他の構成要素２１４～
２５０はディセーブル（非活動化、disable）またはパワー・ダウン（消勢）されている
。休止期間５１の時間長は、キャリア・センス期間５０の終了時点と次のキャリア・セン
ス期間５０の開始時点との間の時間長より短くてもよい。
【００４８】
　ＲＦ ＩＤタグ２０２がリーダ／ライタ装置３０２に接近してＲＦ ＩＤタグ２０２の受
信部２５０がＲＦ信号を受信した場合、キャリア判定部２４６は、キャリア・センス５２
の時間期間にＲＦ信号のキャリアを検出し（ＤＴ）、キャリアが存在すると判定する。
【００４９】
　そのキャリアが存在するという判定に応答して、受信部２５０およびデータ復号部２４
２は直後の受信処理５４の時間期間において所定の持続時間（例えば、１００ｍｓ）の間
イネーブルされる。
【００５０】
　受信部２５０は、そのＲＦ信号を受信し復調してコマンドを含む符号化された暗号デー
タを生成する。データ復号部２４２は、そのデータを復号し暗号データを解読してコマン
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ドを取り出して制御部２１０に供給する。
【００５１】
　制御部２１０は、そのコマンドに含まれている時刻ＴおよびシステムＩＤを用いてリー
ダ／ライタ装置３０２を認証する。認証が成功した場合は、そのコマンドに応答して、制
御部２１０は、所定期間内のランダムに選択された送信処理５６の時間期間において所定
の持続時間（例えば１００ｍｓ）の間、データ生成部２２２および送信部２３０をイネー
ブルする。
【００５２】
　データ生成部２２２は、メモリ２１４から取り出したタグＩＤ（ＩＤ＿ｔａｇ）、時刻
Ｔ、システムＩＤ（ＩＤ＿ｓｙｓｔｅｍ）等の所要の情報を含むデータを暗号化し、その
暗号データを符号化する。その他の所要の情報には、例えば、パッケージ内の商品の内容
、個数および状態、発送者、移動、経由地および宛先、等に関する情報が含まれていても
よい。送信部２３０はその暗号化されたタグＩＤを含む応答データでキャリアを変調して
ＲＦ信号を送信する。
【００５３】
　一方、認証が失敗した場合は、データを生成および送信することなく処理を終了する。
【００５４】
　図２Ｂを参照すると、リーダ／ライタ装置３０２の受信部３５０は、常に受信待ち状態
４６にあり、ＲＦ ＩＤタグ２０２が接近してＲＦ信号を受信した場合に、受信処理４８
の時間期間において受信ＲＦ信号を復調して符号化された暗号データを生成する。
【００５５】
　データ復号部３４２は符号化された暗号データを復号し、その復号された暗号データを
解読してタグＩＤを含む応答データを再生し、その再生された応答を制御部３１０に供給
する。
【００５６】
　その受信再生された応答に応答して、制御部３１０は、その応答に含まれている時刻Ｔ
およびシステムＩＤを用いてＲＦ ＩＤタグ２０２を認証し、そのタグＩＤをメモリ３１
４に格納しホスト・コンピュータに供給する。
【００５７】
　ホスト・コンピュータは、タグＩＤを処理して、商品の流通または人を監視し管理する
ために用いる。
【００５８】
　通常、ＲＦ ＩＤタグ２０２がリーダ／ライタ装置３０２に接近していない状態にある
時間は、接近した状態にある時間よりもはるかに長い。よって、アクティブ型ＲＦ ＩＤ
タグ２０２は、上記構成により、大部分の時間期間が休止モードになる。
【００５９】
　従って、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２の消費電力は大幅に低減され、バッテリ２
９０の稼動時間は大幅に長くなる。
【００６０】
　また、通常、リーダ／ライタ装置３０２およびＲＦ ＩＤタグ２０２が送信データを暗
号化し、時刻ＴおよびシステムＩＤを用いて相互認証を行うことによって、リーダ／ライ
タ装置３０２およびＲＦ ＩＤタグ２０２によって送信されるデータが、第三者に傍受さ
れても、そのデータを不正に使用される危険性がなくなる。従って、リーダ／ライタ装置
３０２およびＲＦ ＩＤタグ２０２の安全性が高くなる。
【００６１】
　図３は、リーダ／ライタ装置３０２によって実行される処理のフローチャートを示して
いる。図４Ａおよび４Ｂは、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０２によって実行される処理
のフローチャートを示している。
【００６２】
　図３を参照すると、ステップ４０２において、リーダ／ライタ装置３０２の制御部３１
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０は、ホスト・コンピュータから受け取ったタグ情報要求があるかどうかを判定する。タ
グ情報要求があるまでステップ４０２は繰り返される。タグ情報要求があると判定された
場合、手順は送信処理のためのステップ４０４および受信処理のためのステップ４２２に
進む。
【００６３】
　ステップ４０４において、制御部３１０は、周期期間タイマ３７４を初期化してその現
在の計数値を０に設定し、タイマ３７４に長い動作の周期期間Ｃｔｘ（例えば、１秒）を
設定する。ステップ４０６において、制御部３１０は、タイマ３７６を初期化して、所定
のキャリア・センス４４の前の短い休止期間Ｄｒｗｃｓ（例えば、１００ｍｓ）をタイマ
３７６に設定する。ステップ４０８において、制御部３１０は、タイマ３７６からのタイ
ミング信号に基づいて休止期間Ｄｒｗｃｓが経過したかどうかを判定する。休止期間が経
過していないと判定された場合は、手順はステップ４０８に戻り、休止期間Ｄｒｗｃｓが
経過するまでステップ４０８が繰り返される。
【００６４】
　ステップ４０８において休止期間が経過したと判定された場合は、制御部３１０は、ス
テップ４１０において、キャリア判定部３４６をイネーブルする。制御部３１０は、例え
ば約１ｍｓ～１０ｍｓのような短い持続時間の期間だけ受信部３５０における送信周波数
ｆ１のＲＦ信号の受信部およびキャリア判定部３４６をイネーブルしてもよい。キャリア
判定部３４６は、受信部３５０から受け取った周波数ｆ１のＲＦ信号の受信キャリア電力
を表すデータに基づいて周波数ｆ１の受信ＲＦ信号のキャリアの存在を判定して、その判
定結果を制御部３１０に供給する。
【００６５】
　ステップ４１２において、制御部２１０は、その判定結果に従ってキャリアが検出され
たかどうかを判定する。キャリアが検出されたと判定された場合は、ステップ４１３にお
いて、制御部２１０は、受信部２５０中の送信周波数ｆ１のＲＦ信号の受信部およびキャ
リア判定部３４６をディセーブルする。
【００６６】
　ステップ４１４において、制御部２１０は、周期期間Ｃｔｘが経過したかどうかを判定
する。周期期間が経過していないと判定された場合は、周期期間が経過するまでステップ
４１４が繰り返される。それによって、周期期間Ｃｔｘの残りの期間においてデータ生成
部３２２および送信部３３０の動作が休止する。周期期間Ｃｔｘが経過したと判定された
場合は、手順はステップ４０４に戻る。それによって、リーダ／ライタ装置３０２の動作
の次の周期期間Ｃｔｘが開始する。
【００６７】
　ステップ４１２においてキャリアが検出されなかったと判定された場合は、制御部３１
０は、ステップ４１５において、制御部２１０は、周期期間Ｃｔｘが経過したかどうかを
判定する。周期期間Ｃｔｘが経過したと判定された場合は、手順はステップ４０４に戻る
。それによって、リーダ／ライタ装置３０２の動作の次の周期期間Ｃｔｘが開始する。
【００６８】
　ステップ４１５において周期期間Ｃｔｘが経過していないと判定された場合は、ステッ
プ４１６において、制御部３１０は、タグ情報要求コマンドおよび関連する情報をデータ
生成部３２２に供給する。データ生成部３２２は、制御部３１０から受け取ったタグ情報
要求コマンド、およびメモリ３１４から取り出した現在の時刻Ｔ、システムＩＤ（ＩＤ＿
ｓｙｓｔｅｍ）およびリーダ／ライタ装置３０２のＩＤを含むデータを、例えばＤＥＳ（
Data Description Standard）、トリプルＤＥＳまたはＡＥＳ（Advanced Encryption Sta
ndard）等の所定の暗号方式に従って、メモリ３１４から取り出した暗号鍵Ｋｅを用いて
暗号化し、その暗号データを、例えばＮＲＺ（Non Return to Zero）符号化法またはマン
チェスタ符号化法等の所定の符号化方式に従って符号化し、送信部３３０は、図２Ａの送
信処理４２の時間期間にその符号化データでキャリアを変調して周波数ｆ１のＲＦ信号を
送信する。制御部３１０は、タグ情報要求コマンド中にそのコマンドに対する応答の送信
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周波数ｆ２または可変送信周波数ｆ２ｉを指定するデータ、その可変送信周波数ｆ２ｉを
使用すべき時刻またはタイムスロットを表すデータ、現在の時刻Ｔを表すデータ、制御ス
ケジュールおよび時間制御シーケンス等のデータを含ませてもよい。
【００６９】
　リーダ／ライタ装置３０２は、複数の送信タイムスロットにおける複数コマンド毎に（
例えば、少なくとも１つのキャリア・センス周期分の数の送信タイムスロットにおける複
数コマンド毎に）、その周波数ｆ２ｉを変更するようにしてもよい。
【００７０】
　それによって、複数のＲＦ ＩＤタグが同時に存在する場合でも、ＲＦ ＩＤタグからの
応答送信が衝突する確率が減り、リーダ／ライタ装置３０２で同時に識別できるＲＦ Ｉ
Ｄタグの数を増大させることができる。
【００７１】
　ステップ４１８において制御部２１０はデータ送信を終了すべきかどうかを判定する。
終了すると判定された場合は、手順はこのルーチンを出る。データ送信を継続すると判定
された場合は、手順はステップ４１５に戻る。図２Ａでは、データ送信は繰り返し継続さ
れる。
【００７２】
　ステップ４１５～４１８は、送信休止期間４１の後で周期期間Ｃｔｘが経過するまで繰
り返される。それによって、周期期間Ｃｔｘにおける周波数ｆ１キャリア不検出の後の残
りの期間において、送信部３３０がタグ情報要求コマンドを搬送する周波数ｆ１のＲＦ信
号の送信を繰り返す。
【００７３】
　図４Ａを参照すると、ステップ５０２において、ＲＦ ＩＤタグ２０２が起動された場
合に、制御部２１０およびタイミング発生部２６０（ウェイクアップ部２７０）がイネー
ブルされる。ＲＦ ＩＤタグ２０２がいったん起動されると、制御部２１０およびタイミ
ング発生部２６０は常にイネーブルされて活動状態にある。ウェイクアップ部２７０は、
タイマ２７４および時間制御シーケンスに従って、所定の周期Ｔｃｓで受信ＲＦ信号のキ
ャリア・センスを行うタイミングを表すウェイクアップ信号を制御部２１０に供給する。
ステップ５０４において、制御部２１０は、ウェイクアップ部２７０から受け取ったウェ
イクアップ信号がオン状態（ＯＮ）を示しているかどうかを判定する。制御部２１０は、
ウェイクアップ信号がオン状態になるまでステップ５０４を繰り返す。
【００７４】
　ステップ５０４においてウェイクアップ信号がオン状態（ＯＮ）を示していると判定さ
れた場合、ステップ５０６において、制御部２１０は、例えば約１ｍｓ～１０ｍｓのよう
な短い持続時間の期間だけ受信周波数ｆ１の受信部２５０およびキャリア判定部２４６を
イネーブルする。受信部２５０はＲＦ信号の受信待ち状態となり、キャリア判定部２４６
は受信部２５０から受け取った受信キャリア電力を表すデータに基づいて受信周波数ｆ１

の受信ＲＦ信号のキャリアの存在を判定して、その判定結果を制御部２１０に供給する。
【００７５】
　ステップ５０８において、制御部２１０は、その判定結果に従ってキャリアが検出され
たかどうかを判定する。キャリアが検出されなかったと判定された場合は、ステップ５０
９において制御部２１０は受信部２５０およびキャリア判定部２４６をディセーブル（非
可動化）する。その後、手順はステップ５３０に進む。
【００７６】
　ステップ５０８においてキャリアが検出されたと判定された場合は、ステップ５１０に
おいて、制御部２１０は、キャリア判定部２４６をディセーブルし、さらに例えば１００
ｍｓ～２００ｍｓといった所定の持続時間において受信部２５０をイネーブルしたまま、
リーダ／ライタ装置３０２からコマンドを搬送する周波数ｆ１のＲＦ信号を受信して（図
２Ｃ、受信５４）、受信周波数ｆ１の受信ＲＦ信号を復調する。ステップ５１２において
、制御部２１０は、受信部２５０によるＲＦ信号の受信が完了したかどうかを判定する。
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ステップ５１２はＲＦ信号の受信が完了するまで繰り返される。
【００７７】
　ステップ５１２においてＲＦ信号の受信が完了したと判定された場合は、ステップ５１
４において、制御部２１０はデータ復号部２４２をイネーブルする。データ復号部２４２
は制御部２１０の制御の下で受信部２５０から受信データを受け取ってそれを所定の符号
化方式に従って復号する。ステップ５１５において、制御部２１０は受信部２５０をディ
セーブルする。
【００７８】
　図４Ｂを参照すると、ステップ５１６において、制御部２１０の制御の下で、データ復
号部２４２は、メモリ２１４から取り出した暗号鍵／復号鍵Ｋｅを用いて復号データを所
定の暗号方式に従って解読し、解読されたコマンド、タグＩＤ（ＩＤ＿ｔａｇ）、時刻Ｔ
、システムＩＤ（ＩＤ＿ｓｙｓｔｅｍ）を含むデータを制御部２１０に供給する。そのデ
ータは、制御スケジュールおよび時間制御シーケンスを含んでいてもよい。制御部２１０
は、そのデータを受け取った後、暗号解読された時刻ＴおよびシステムＩＤとメモリ２１
４に格納されている時刻ＴおよびシステムＩＤとを比較することによって、両者が一致す
るかどうかを判定し、それによってリーダ／ライタ装置３０２の認証を行う。
【００７９】
　ステップ５１８において、制御部２１０は認証が成功したかどうかを判定する。認証が
失敗したと判定された場合は、ステップ５２０において、制御部２１０はデータ復号部２
４２をディセーブルする。その後、手順はステップ５３０に進む。
【００８０】
　ステップ５１８において認証が成功したと判定された場合は、ステップ５２２において
、制御部２１０は、データ復号部２４２からタグ情報要求コマンドを含む復号され暗号解
読されたデータを受け取り、その解読データに含まれている解読された受信コマンドを処
理し、リーダ／ライタ装置３０２によるアクセス記録をメモリ２１４に格納する。制御部
２１０は、さらにデータ復号部２４２をディセーブルする。
【００８１】
　受信データ中に時刻修正コマンドおよび現在の時刻Ｔが含まれていた場合は、制御部２
１０は、ウェイクアップ部２７０のタイマ２７４の時刻をその時刻Ｔに修正または更新す
る。
【００８２】
　ステップ５２６において、制御部２１０は、そのタグ情報要求コマンドに従って、所定
の期間内の所定数のタイムスロットの中からランダムに選択された１つのタイムスロット
においてデータ生成部２２２および送信部２３０をイネーブルする。その選択されたタイ
ムスロットが図２Ｃの送信処理５６の時間期間である。
【００８３】
　データ生成部２２２は、メモリ２１４から読み出したＲＦ ＩＤタグ２０２のタグＩＤ
（ＩＤ＿ｔａｇ）、時刻Ｔ、システムＩＤ（ＩＤ＿ｓｙｓｔｅｍ）およびリーダ／ライタ
装置３０２のＩＤを含むデータを、所定の暗号方式に従って暗号鍵Ｋｅを用いて暗号化し
、その暗号データを所定の符号化方式に従って符号化して送信部２３０に供給する。
【００８４】
　送信部２３０は、その符号化暗号データでキャリアを変調して、周波数ｆ２またはｆ２

ｉのＲＦ信号を、アンテナ２８４を介して送信する（図２Ｃ、送信５６）。周波数ｆ２ｉ

の切り換えは、制御部２１０の周波数切り換え部２１２によって行われる。タイミング調
整部２１３は、複数のタイムスロットの周期を所定周期になるように調整する。
【００８５】
　ステップ５２９において、制御部２１０は、データ生成部２２２および送信部２３０を
ディセーブルする。ステップ５３０において、制御部２１０は、ＲＦ ＩＤタグ２０２を
休止モードにする。休止モードにおいて、基本的に制御部２１０およびタイミング発生部
２６０（ウェイクアップ部２７０を含む）だけがイネーブルされた状態を維持し、その他
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の構成要素２１４～２５０はディセーブルされた状態になる。
【００８６】
　再び図３を参照すると、ステップ４２２において、制御部３１０は受信部３５０をイネ
ーブルして受信待ち状態にする。受信部３５０は周波数ｆ２のＲＦ信号の受信を待って（
受信待ち４６）、ＲＦ信号を受信する（受信処理４８）。ステップ４２４において、制御
部３１０は受信部３５０がＲＦ信号の受信を完了したかどうかを判定する。受信が完了す
るまでステップ４２２～４２４は繰り返される。受信が完了したと判定された場合は、手
順はステップ４２８に進む。
【００８７】
　ステップ４２８において、受信部３５０は受信データをデータ復号部３４２に供給する
。データ復号部３４２は受信データを所定の符号化方式に従って復号し、その復号データ
を所定の暗号方式に従って暗号解読して、そのデータを受信したという判定およびその解
読データを制御部３１０に供給する。制御部３１０は、暗号解読された時刻Ｔおよびシス
テムＩＤとメモリ３１４に格納されている時刻ＴおよびシステムＩＤとを比較することに
よって、一致するかどうかを判定し、それによってＲＦ ＩＤタグ２０２の認証を行う。
ＲＦ ＩＤタグ２０２の制御部２１０およびリーダ／ライタ装置３０２の制御部３１０に
おいて、受信した時刻Ｔと格納されていた時刻Ｔとの間に所定の範囲内の誤差（例えば±
０．５秒）があった場合にも、両者は一致すると判定してもよい。
【００８８】
　ステップ４３０において、制御部３１０は認証が成功したかどうかを判定する。認証が
失敗したと判定された場合は、手順はステップ４２２に戻る。認証が成功したと判定され
た場合は、手順はステップ４３２に進む。
【００８９】
　ステップ４３２において、制御部３１０はその復号データをメモリ３１４に格納しホス
ト・コンピュータに送出する。ステップ４３６において制御部３１０はデータ受信待ちを
終了するかどうかを判定する。終了すると判定された場合は、手順はこのルーチンを出る
。データ受信待ちを継続すると判定された場合は、手順はステップ４２２に戻る。図２Ｂ
では、データ受信待ちは繰り返し継続される。
【００９０】
　このように、リーダ／ライタ装置３０２は、充分短い間隔で周期的にＲＦ信号を送信し
、長い送信期間においてＲＦ信号受信待ち状態にあるので、ＲＦＩＤタグ２０２のキャリ
ア・センス時間を大幅に減らすことができる。
【００９１】
　メモリ２１４に格納される制御スケジュールとして、休日および平日の夜間（例えば、
６：００ｐｍ～６：００ａｍ）の所定の時刻と所定の時刻の間の時間期間を指定し、平日
の昼間（例えば、６：００ａｍ～６：００ｐｍ）の所定の時刻と所定の時刻の間の時間期
間を指定してもよい。この場合、ウェイクアップ部２７０は、その休日および夜間におい
てウェイクアップ信号を発生せず、従ってＲＦＩＤタグ２０２は休止モードになってキャ
リア・センスを全く行わず、一方、その平日の昼間において所定の周期（例えば１秒）で
、キャリア・センスを行う。
【００９２】
　ウェイクアップ部２７０は、制御部２１０の制御の下で、メモリ２１４に格納されたバ
ッテリ２９０の電力の残量Ｐに従ってウェイクアップ信号を発生させてもよい。この場合
、バッテリ電力残量Ｐが充分である場合は、比較的短い周期で（例えば１秒）キャリア・
センスを行い、電力残量Ｐが閾値Ｐｔｈより低くなった場合は、比較的長い周期で（例え
ば２秒）キャリア・センスを行うようにしてもよい。
【００９３】
　リーダ／ライタ装置３０２が干渉防止のために送信休止期間４１において周波数ｆ１の
ＲＦ信号の送信を中断すると、アクティブ型ＲＦＩＤタグ２０２は、リーダ／ライタ装置
３０２の近くに位置していてもその送信休止期間４１においてリーダ／ライタ装置３０２
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からのＲＦ信号のキャリアを検出できない。しかし、リーダ／ライタ装置からのＲＦ信号
の送信が中断した場合に、ＲＦＩＤタグがＲＦ信号を検出するまでキャリア・センスを連
続的に行うと、ＲＦ ＩＤタグの消費電力が増大する。
【００９４】
　発明者たちは、ＲＦ ＩＤタグにおいてリーダ／ライタ装置からのＲＦ信号を検出でき
ない場合に、ＲＦＩＤタグが短い周期で最大で所定回数までのキャリア・センスを繰り返
し行うと、ＲＦ ＩＤタグの消費電力を節減しつつリーダ／ライタ装置からのＲＦ信号を
検出しやすくなる、と認識した。
【００９５】
　また、発明者たちは、ＲＦ ＩＤタグが、応答ＲＦ信号を送信する前に周期的にそのＲ
Ｆ信号の送信周波数でキャリア・センスして、キャリアを検出した場合にはＲＦ信号を送
信せず、キャリアを検出しない場合にＲＦ信号を送信するようにすれば、他のＲＦＩＤタ
グからのＲＦ信号との干渉の確率を減少させることができる、と認識した。
【００９６】
　図５は、本発明の実施形態による、アクティブ型非接触情報記憶装置としてのアクティ
ブ型ＲＦ ＩＤタグ２０４の構成を示している。ＲＦ ＩＤタグ２０４に対して、図１のリ
ーダ／ライタ装置３０２が用いられる。
【００９７】
　アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０４は、制御部２１０と、メモリ２１４と、データ生成
部２２２と、送信部（ＴＸ）２３０と、受信部（ＲＸ）２５０と、データ復号部２４２と
、キャリア判定部２４６と、タイミング発生部２６０と、送信アンテナ（ＡＮＴ）２８２
と、受信アンテナ（ＡＮＴ）２８４と、バッテリ２９０と、を具えている。
【００９８】
　受信部（ＲＸ）２５０は、リーダ／ライタ装置３０２からの受信周波数ｆ１のＲＦ信号
を受信する受信部と、送信周波数ｆ２またはｆ２１～ｆ２ｎのＲＦ信号を受信する受信部
とを有する。代替構成として、受信部２５０に周波数ｆ２またはｆ２１～ｆ２ｎのＲＦ信
号を受信する受信部を設けずに、送信部（ＴＸ）２３０に代えて、周波数ｆ２またはｆ２

１～ｆ２ｎのＲＦ信号を送信する送信部と、周波数ｆ２またはｆ２１～ｆ２ｎのＲＦ信号
を受信する受信部とを含む送受信部を用いてもよい。この場合は、受信部２５０中の周波
数ｆ２またはｆ２１～ｆ２ｎのＲＦ信号を受信する受信部を動作させる代わりに、そのよ
うな送受信部中の周波数ｆ２またはｆ２１～ｆ２ｎのＲＦ信号を受信する受信部を動作さ
せる。
【００９９】
　受信部（ＲＸ）２５０は、周波数ｆ１および周波数ｆ２またはｆ２ｉのＲＦ信号を受信
して復調してベースバンド符号化データを生成し、受信ＲＦ信号のキャリア強度を表すデ
ータを生成する。
【０１００】
　タイミング発生部２６０は、タイマ２７４を含むウェイクアップ部２７０、および周波
数ｆ１の受信ＲＦ信号用のキャリア・センス休止または遅延タイマ２７５を有する。タイ
ミング発生部２６０は、ＲＦ ＩＤタグ２０４の電源投入後は常に活動状態になっている
。受信部（ＲＸ）２５０は、受信周波数ｆ１のＲＦ信号の受信部と、送信周波数ｆ２また
はｆ２ｉのＲＦ信号の受信部とを含んでいる。制御部２１０は、キャリア・センスのリト
ライのためのカウンタ２９５を含んでいる。
【０１０１】
　キャリア判定部２４６は、受信部２５０から、受信周波数ｆ１の受信ＲＦ信号のキャリ
アおよび送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのＲＦ信号キャリアの電力の強度を表すデータを受
け取って、それぞれのキャリア強度を表すデータに基づいて受信周波数ｆ１および送信周
波数ｆ２またはｆ２ｉのキャリアの有無を判定して、その判定結果を制御部２１０に供給
する。
【０１０２】
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　カウンタ２９５は、ウェイクアップ信号Wakeupに応答して生じた先の受信周波数（ｆ１

）キャリア・センス５０と、後続のそれぞれの休止期間Ｄｒｃｓ（例えば、１２０ｍｓ）
に続く受信周波数のキャリア・センス５２とにおける受信周波数キャリア不検出の回数Ｃ
Ｔ＿ＲＣＳ、または受信周波数キャリア不検出による休止期間Ｄｒｃｓの発生回数ＣＴ＿
ＲＣＳを計数する。カウンタ２９５は、計数値ＣＴ＿ＲＣＳと比較するために、そのキャ
リア・センス５０、５２または休止期間Ｄｒｃｓの発生回数の閾値ＮＴＨ－ＲＣＳを保持
する。
【０１０３】
　休止期間Ｄｒｃｓの値およびキャリア・センスまたは休止期間の数の閾値ＮＴＨ－ＲＣ

Ｓは、リーダ／ライタ装置３０２によって予めＲＦ ＩＤタグ２０４に送信され、制御部
２１０によってメモリ２１４に予め格納される。タイミング発生部２６０のタイマ２７５
の休止期間Ｄｒｃｓは、制御部２１０の制御の下で、メモリ２１４に格納された休止期間
Ｄｒｃｓの値に従って設定されまたは変更される。閾値ＮＴＨ－ＲＣＳは、制御部２１０
によって、メモリ２１４に格納された閾値ＮＴＨ－ＲＣＳの値に従ってそのカウンタ２９
５に設定されまたは変更される。
【０１０４】
　ＲＦ ＩＤタグ２０４のその他の構成はＲＦ ＩＤタグ２０２のものと同様である。
【０１０５】
　図６Ａは、リーダ／ライタ装置３０２の送信休止期間４１、送信周波数ｆ１のキャリア
・センス４４、およびタグ情報要求コマンド（ＣＭＤ）を搬送するＲＦ信号の送信処理４
２のタイムチャートを示している。図６Ｂは、リーダ／ライタ装置３０２の受信待ち状態
４６および受信ＲＦ信号の受信処理４８のタイムチャートを示している。図６Ｃは、アク
ティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０４の受信ＲＦ信号のキャリア・センス５０、５２、送信ＲＦ
信号のキャリア・センス５８、受信ＲＦ信号の受信処理５４、および応答を搬送するＲＦ
信号の送信処理５６のタイムチャートを示している。
【０１０６】
　図６Ａを参照すると、リーダ／ライタ装置３０２のデータ生成部３２２は、ＲＦ ＩＤ
タグに対するタグ情報要求コマンドを含むデータを生成しそれを暗号化し、その暗号デー
タを符号化して、符号化された暗号データを生成する。
【０１０７】
　送信休止期間４１の休止時間Ｄｒｗｃｓにおいて、送信部３３０は、周波数ｆ１のＲＦ
信号の送信を中断する。送信休止期間４１におけるその休止時間Ｄｒｗｃｓ経過後のキャ
リア・センス期間４４において、受信部３５０中の周波数ｆ１の受信部およびキャリア判
定部３４６は、送信周波数ｆ１でキャリア・センスを行う。キャリアが検出された場合は
、制御部３１０は、周期期間Ｃｔｘにおいて送信休止期間４１を継続する。
【０１０８】
　一方、キャリア・センス期間４４においてキャリアが検出されなかった場合は、制御部
３１０は、送信部３３０を制御して、周期期間Ｃｔｘにおける残りの送信期間４０におい
て送信処理４２の連続する各タイムスロットにおいて、そのコマンドを搬送するＲＦ信号
を充分短い間隔で周期的に送信させる。
【０１０９】
　図６Ｃを参照すると、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０４において、受信部２５０およ
びキャリア判定部２４６は、ウェイクアップ部２７４のウェイクアップ信号に従って例え
ば０．８秒といった一定の周期Ｔｃｓで例えば約１ｍｓ～１０ｍｓの所定の持続時間で発
生するキャリア・センス５０の時間期間に制御部２１０によってイネーブルされる。それ
によって、受信部２５０は受信待ち状態になり、キャリア判定部２４６は受信部２５０か
らの受信ＲＦ信号キャリア電力の強度を表すデータに従って受信キャリアの有無の判定を
行う。
【０１１０】
　ＲＦ ＩＤタグ２０４がリーダ／ライタ装置３０２に接近していない場合、およびリー
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ダ／ライタ装置３０２がＲＦ信号の送信を中断している場合は、ＲＦ ＩＤタグ２０４の
キャリア判定部２４６は周波数ｆ１のキャリアを検出せず（ＮＤ）、リーダ／ライタ装置
の送信ＲＦ信号のキャリアが存在しないと判定する。
【０１１１】
　受信周波数ｆ１のキャリアが存在しない（ＮＤ）と判定された場合は、受信部２５０お
よびキャリア判定部２４６は、後続の休止期間Ｄｒｃｓにおいて制御部２１０によってデ
ィセーブルされ、ＲＦ ＩＤタグ２０４は休止モードに入る。休止期間Ｄｒｃｓの後、受
信部２５０中の受信周波数ｆ１の受信部およびキャリア判定部２４６は、所定の持続時間
で発生するキャリア・センス５２の時間期間に制御部２１０によってイネーブルされる。
それによって、受信部２５０（受信周波数ｆ１の受信部）は受信待ち状態になり、キャリ
ア判定部２４６は受信周波数ｆ１の受信キャリアの有無の判定を行う。
【０１１２】
　休止期間Ｄｒｃｓおよび受信周波数ｆ１のキャリア・センス５２は、受信周波数ｆ１の
キャリアが検出されるまで、最大回数ＮＴＨ－ＲＣＳ（例えば、３回）まで、リトライの
ために繰り返される。ＲＦ ＩＤタグ２０４における休止期間Ｄｒｃｓの長さは、リーダ
／ライタ装置３０２における送信休止期間４１（休止期間Ｄｒｗｃｓとキャリア・センス
期間４４の和）より長いことが好ましい。それによって、後続のキャリア・センス５２に
よる周波数ｆ１のキャリア検出の可能性が高くなる。
【０１１３】
　その後、制御部２１０は、ＲＦ ＩＤタグ２０４を次のキャリア・センス期間５０まで
休止期間５１に移行させる。休止期間Ｄｒｃｓおよび受信周波数ｆ１のキャリア・センス
５２は、ウェイクアップ部２７４のウェイクアップ信号に従ってキャリア・センス周期Ｔ
ｃｓで発生する次のキャリア・センス５０の時間期間に、制御部２１０によってイネーブ
ルされる。
【０１１４】
　受信部２５０がリーダ／ライタ装置３０２からのＲＦ信号を受信した場合、キャリア判
定部２４６は、キャリア・センス５２の時間期間にＲＦ信号のキャリアを検出し（ＤＴ）
、キャリアが存在すると判定する。
【０１１５】
　そのキャリアが存在するという判定に応答して、受信部２５０およびデータ復号部２４
２は直後の受信処理５４の時間期間において所定の持続時間（例えば１００ｍｓ）の間イ
ネーブルされる。
【０１１６】
　受信部２５０はそのＲＦ信号を受信し復調してコマンドを含む符号化された暗号データ
を生成し、データ復号部２４２はそのデータを復号し暗号データを解読してコマンドを取
り出して制御部２１０に供給する。
【０１１７】
　制御部２１０は、そのコマンドに含まれている時刻ＴおよびシステムＩＤを用いてリー
ダ／ライタ装置３０２を認証する。その受信コマンドに応答して、キャリア・センス期間
５８において、受信部２５０中の送信周波数ｆ２またはｆ２ｉの受信部およびキャリア判
定部２４６は、制御部２１０によってイネーブルされる。それによって、受信部２５０（
受信周波数ｆ２またはｆ２ｉの受信部）は受信待ち状態になり、キャリア判定部２４６は
送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのキャリアの有無の判定を行う。
【０１１８】
　送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのＲＦ信号のキャリアが存在しない（ＮＤ）と判定された
場合は、制御部２１０は、所定期間内のランダムに選択された送信処理５６の時間期間に
おいて所定の持続時間（例えば、１００ｍｓ）の間、データ生成部２２２および送信部２
３０をイネーブルする。
【０１１９】
　データ生成部２２２は、メモリ２１４から取り出したタグＩＤ（ＩＤ＿ｔａｇ）、時刻
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Ｔ、システムＩＤ（ＩＤ＿ｓｙｓｔｅｍ）等の所要の情報を含むデータを暗号化し、その
暗号データを符号化する。送信部２３０はその暗号化されたタグＩＤを含む応答データで
キャリアを変調してＲＦ信号を送信する。
【０１２０】
　一方、送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのＲＦ信号のキャリアが存在する（ＤＴ）と判定さ
れた場合は、制御部２１０は、ＲＦ ＩＤタグ２０４を次のキャリア・センス期間５０ま
で休止期間５１に移行させる。それによって、ＲＦ ＩＤタグ２０４からの送信ＲＦ信号
と他のＲＦ ＩＤタグの送信ＲＦ信号との間の相互干渉を防止する。
【０１２１】
　キャリア・センス５０相互間の期間５１において、ＲＦ ＩＤタグ２０２は休止モード
に入って、制御部２１０およびタイミング発生部２６０だけがイネーブルまたはパワー・
オンされており、その他の構成要素２１４～２５０はディセーブルまたはパワー・ダウン
されている。
【０１２２】
　図６Ｂを参照すると、リーダ／ライタ装置３０２の受信部３５０は、常に受信待ち状態
４６にあり、ＲＦ ＩＤタグ２０２が接近してＲＦ信号を受信した場合に、受信処理４８
の時間期間において受信ＲＦ信号を復調して符号化された暗号データを生成する。
【０１２３】
　データ復号部３４２は符号化された暗号データを復号し、その復号された暗号データを
解読してタグＩＤを含む応答データを再生し、その再生された応答を制御部３１０に供給
する。
【０１２４】
　その受信再生された応答に応答して、制御部３１０は、その応答に含まれている時刻Ｔ
およびシステムＩＤを用いてＲＦ ＩＤタグ２０２を認証し、そのタグＩＤをホスト・コ
ンピュータに供給する。
【０１２５】
　図７Ａおよび７Ｂは、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０４によって実行される処理のフ
ローチャートを示している。リーダ／ライタ装置３０２は図３のフローチャートに従って
動作する。
【０１２６】
　ステップ５０２～５０４は図４Ａのものと同様である。
【０１２７】
　ステップ５０５において、制御部２１０は、カウンタ２９５を初期化してその計数値Ｃ
Ｔ＿ＲＣＳを０（ゼロ）に設定し、閾値ＮＴＨ－ＲＣＳを設定する。ステップ５０６～５
０９は図４Ａのものと同様である。
【０１２８】
　ステップ５０８において周波数ｆ１のキャリアが検出されなかったと判定された場合は
、ステップ５０９に続くステップ５４２において、制御部２１０は、カウンタ２９５の計
数値ＣＴ＿ＲＣＳを１だけインクリメント（カウント・アップ）してＣＴ＿ＲＣＳ＝ＣＴ
＿ＲＣＳ＋１と設定する。
【０１２９】
　ステップ５４４において、制御部２１０は、カウンタ２９５の計数値ＣＴ＿ＲＣＳが閾
値ＮＴＨ－ＲＣＳより小さいかどうかを判定する。計数値ＣＴ＿ＲＣＳが閾値より小さく
ない、即ち計数値ＣＴ＿ＲＣＳが閾値と等しいと判定された場合は、手順は図７Ｂのステ
ップ５３０に進む。ステップ５３０において、制御部２１０は、ＲＦ ＩＤタグ２０４を
休止モードにする。
【０１３０】
　ステップ５４４において計数値ＣＴ＿ＲＣＳが閾値より小さいと判定された場合は、制
御部２１０は、ステップ５４６においてタイマ２７５を初期化して休止期間Ｄｒｃｓを設
定する。休止期間Ｄｒｃｓにおいて、ＲＦ ＩＤタグ２０４は休止状態または休止モード
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に入る。
【０１３１】
　ステップ５４８において、制御部２１０は、タイマ２７５が休止期間Ｄｒｃｓの経過を
示しているかどうかを判定する。ステップ４４８は休止期間Ｄｒｃｓが経過するまで繰り
返される。休止期間Ｄｒｃｓが経過したと判定された場合は、手順はステップ５０６に戻
る。それによって、キャリアが検出されない場合は、カウンタ２９５の計数値ＣＴ＿ＲＣ
Ｓが閾値ＮＴＨ－ＲＣＳに達するまで、休止期間Ｄｒｃｓおよびキャリア・センス５２が
繰り返される。
【０１３２】
　ステップ５１０～５１５は図４Ａのものと同様である。
【０１３３】
　図７Ｂを参照すると、ステップ５１６～５３０は、図４Ｂのものと同様である。
【０１３４】
　図８は、図５のＲＦ ＩＤタグ２０４の変形形態であり、本発明の別の実施形態による
、アクティブ型非接触情報記憶装置としてのアクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０６の構成を
示している。図９は、図５のリーダ／ライタ装置３０２の変形形態であり、本発明のその
実施形態による、リーダ／ライタ装置３０４の構成を示している。
【０１３５】
　図８を参照すると、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０６において、タイミング発生部２
６０は、ウェイクアップ部２７０、周波数ｆ１の受信ＲＦ信号用のキャリア・センス休止
または遅延タイマ２７５、および周波数ｆ２またはｆ２ｉの送信ＲＦ信号の干渉防止用の
キャリア・センス休止または遅延タイマ２７６を含んでいる。ＲＦ ＩＤタグ２０６の制
御部２１０は、カウンタ２９５、およびキャリア・センスのリトライのためのカウンタ２
９６を含んでいる。
【０１３６】
　カウンタ２９５は、図５のものと同様である。カウンタ２９６は、コマンド受信に続く
送信周波数（ｆ２またはｆ２ｉ）キャリア・センス５８と、後続のそれぞれの休止期間Ｄ
ｔｃｓに続く送信周波数のキャリア・センス５９とにおける送信周波数キャリア不検出の
回数ＣＴ＿ＴＣＳ、または送信周波数キャリア不検出による休止期間Ｄｔｃｓの発生回数
ＣＴ＿ＴＣＳを計数する。カウンタ２９６は、計数値ＣＴ＿ＴＣＳと比較するために、そ
のキャリア・センス５８、５９または休止期間Ｄｔｃｓの発生回数の閾値ＮＴＨ－ＴＣＳ

を保持する。
【０１３７】
　休止期間Ｄｒｃｓの値は、リーダ／ライタ装置３０４によって予めＲＦ ＩＤタグ２０
６に送信され、制御部２１０によってメモリ２１４に予め格納される。タイミング発生部
２６０のタイマ２７６の休止期間Ｄｔｃｓは、制御部２１０の制御の下で、メモリ２１４
に格納された休止期間Ｄｔｃｓの値に従って設定されまたは変更される。閾値ＮＴＨ－Ｔ

ＣＳは、制御部２１０によって、メモリ２１４に格納された閾値ＮＴＨ－ＴＣＳの値に従
ってそのカウンタ２９６に設定されまたは変更される。
【０１３８】
　ＲＦ ＩＤタグ２０６のその他の構成はＲＦ ＩＤタグ２０４のものと同様である。
【０１３９】
　図９を参照すると、リーダ／ライタ装置３０４は、制御部３１０と、メモリ３１４と、
データ生成部３２２と、送信部（ＴＸ）３３０と、受信部（ＲＸ）３５０と、データ復号
部３４２と、キャリア判定部３４６と、タイミング発生部３７０と、送信アンテナ（ＡＮ
Ｔ）３８２と、受信アンテナ（ＡＮＴ）３８４と、を具えている。
【０１４０】
　リーダ／ライタ装置３０４において、タイミング発生部３６０は、周期期間タイマ３７
４、および送信干渉防止用の休止または遅延タイマ３７６を有し、休止タイミング、キャ
リア・センス・タイミングおよび送信タイミングを発生する。制御部３１０は、キャリア
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・センスのリトライのためのカウンタ３９６を含んでいる。
【０１４１】
　カウンタ３９６は、周期期間Ｃｔｘにおいて、先の送信周波数（ｆ１）のキャリア・セ
ンス４４と、後続のそれぞれの休止期間Ｄｒｗｃｓに続く送信周波数のキャリア・センス
４４とにおける受信周波数キャリア不検出の回数ＣＴ＿ＣＳ、または送信周波数キャリア
不検出による休止期間Ｄｒｗｃｓの発生回数ＣＴ＿ＣＳを計数する。リーダ／ライタ装置
３０４のその他の構成はリーダ／ライタ装置３０２のものと同様である。
【０１４２】
　図１０Ａは、リーダ／ライタ装置３０４の送信休止期間４１、送信周波数ｆ１のキャリ
ア・センス４４および４５、およびタグ情報要求コマンド（ＣＭＤ）を搬送するＲＦ信号
の送信処理４２のタイムチャートを示している。図１０Ｂは、リーダ／ライタ装置３０４
の受信待ち状態４６および受信ＲＦ信号の受信処理４８のタイムチャートを示している。
図１０Ｃは、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０６のキャリア・センス５０および５２、送
信ＲＦ信号のキャリア・センス５８および５９、受信ＲＦ信号の受信処理５４、および応
答を搬送するＲＦ信号の送信処理５６のタイムチャートを示している。
【０１４３】
　図１０Ａを参照すると、リーダ／ライタ装置３０４のデータ生成部３２２は、タグ情報
要求コマンドを含むデータを生成しそれを暗号化し、その暗号データを符号化して、符号
化された暗号データを生成する。
【０１４４】
　送信休止期間４１の休止時間Ｄｒｗｃｓにおいて、送信部３３０は、周波数ｆ１のＲＦ
信号の送信を中断する。送信休止期間４１におけるその休止時間Ｄｒｗｃｓ経過後のキャ
リア・センス期間４４において、受信部３５０中の周波数ｆ１の受信部およびキャリア判
定部３４６は、送信周波数ｆ１でキャリア・センスを行う。キャリアが検出された（ＤＴ
）場合は、制御部３１０は、周期期間Ｃｔｘにおいて送信休止期間４１を継続し、休止時
間Ｄｗｒｃｓを繰り返す。その休止時間Ｄｒｗｃｓ経過後のキャリア・センス期間４５に
おいて、受信部３５０の周波数ｆ１の受信部およびキャリア判定部３４６は、再び送信周
波数ｆ１でキャリア・センスを行う。周期期間Ｃｔｘにおいてキャリアが検出されなくな
るまで休止時間Ｄｗｒｃｓおよびキャリア・センス期間４５を最大でＮＴＨ－ＲＣＳ回（
例えば、３回）になるまで繰り返す。それによって、リーダ／ライタ装置３０４によるコ
マンドの送信の期間をより長く多く確保し、ＲＦ ＩＤタグ２０６によるキャリア検出の
確率をより高くすることができる。
【０１４５】
　一方、キャリア・センス期間４４または４５においてキャリアが検出されなかった（Ｎ
Ｄ）場合は、制御部３１０は、送信部３３０を制御して、周期期間Ｃｔｘにおける残りの
送信期間４０において送信処理４２の連続する各タイムスロットにおいて、そのコマンド
を搬送するＲＦ信号を充分短い間隔で周期的に送信させる。
【０１４６】
　図１０Ｃを参照すると、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ２０６において、受信部２５０お
よびキャリア判定部２４６は、ウェイクアップ部２７４のウェイクアップ信号に従って一
定の周期Ｔｃｓで所定の持続時間で発生するキャリア・センス５０の時間期間に制御部２
１０によってイネーブルされる。それによって、受信部２５０は受信待ち状態になり、キ
ャリア判定部２４６は受信部２５０からの受信ＲＦ信号キャリア電力の強度を表すデータ
に従って受信キャリアの有無の判定を行う。
【０１４７】
　ＲＦ ＩＤタグ２０６がリーダ／ライタ装置３０４に接近していない場合、およびリー
ダ／ライタ装置３０４がＲＦ信号の送信を中断している場合は、ＲＦ ＩＤタグ２０６の
キャリア判定部２４６は周波数ｆ１のキャリアを検出せず（ＮＤ）、リーダ／ライタ装置
の送信ＲＦ信号のキャリアが存在しないと判定する。
【０１４８】
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　受信周波数ｆ１のキャリアが存在しない（ＮＤ）と判定された場合は、受信部２５０お
よびキャリア判定部２４６は、後続の休止期間Ｄｒｃｓにおいて制御部２１０によってデ
ィセーブルされ、ＲＦ ＩＤタグ２０４は休止モードに入る。休止時間Ｄｒｃｓの後、受
信部２５０中の受信周波数ｆ１の受信部およびキャリア判定部２４６は、所定の持続時間
で発生するキャリア・センス５２の時間期間に制御部２１０によってイネーブルされる。
それによって、受信部２５０（受信周波数ｆ１の受信部）は受信待ち状態になり、キャリ
ア判定部２４６は受信周波数ｆ１の受信キャリアの有無の判定を行う。
【０１４９】
　休止期間Ｄｒｃｓおよび受信周波数ｆ１のキャリア・センス５２は、受信周波数ｆ１の
キャリアが検出されるまで、最大回数ＮＴＨ－ＲＣＳまで、リトライのために繰り返され
る。
【０１５０】
　受信部２５０がリーダ／ライタ装置３０２からのＲＦ信号を受信した場合、キャリア判
定部２４６は、キャリア・センス５２の時間期間にＲＦ信号のキャリアを検出し（ＤＴ）
、キャリアが存在すると判定する。
【０１５１】
　そのキャリアが存在するという判定に応答して、受信部２５０およびデータ復号部２４
２は直後の受信処理５４の時間期間において所定の持続時間の間イネーブルされる。
【０１５２】
　受信部２５０はそのＲＦ信号を受信し復調してコマンドを含む符号化された暗号データ
を生成し、データ復号部２４２はそのデータを復号し暗号データを解読してコマンドを取
り出して制御部２１０に供給する。
【０１５３】
　その受信コマンドに応答して、キャリア・センス期間５８において、受信部２５０の送
信周波数ｆ２またはｆ２ｉの受信部およびキャリア判定部２４６は、制御部２１０によっ
てイネーブルされる。それによって、受信部２５０（受信周波数ｆ２またはｆ２ｉの受信
部）は受信待ち状態になり、キャリア判定部２４６は送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのキャ
リアの有無の判定を行う。
【０１５４】
　送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのＲＦ信号のキャリアが存在しない（ＮＤ）と判定された
場合は、制御部２１０は、所定期間内のランダムに選択された送信処理５６の時間期間に
おいて所定の持続時間の間、データ生成部２２２および送信部２３０をイネーブルする。
【０１５５】
　一方、送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのＲＦ信号のキャリアが存在する（ＤＴ）と判定さ
れた場合は、受信部２５０（送信周波数のＲＦ信号の受信部）およびキャリア判定部２４
６は、周期期間Ｔｃｓにおける後続の休止期間Ｄｔｃｓにおいて制御部２１０によってデ
ィセーブルされ、ＲＦ ＩＤタグ２０６は休止モードに入る。それによって、ＲＦ ＩＤタ
グ２０６からの送信ＲＦ信号と他のＲＦ ＩＤタグの送信ＲＦ信号との間の相互干渉を防
止する。
【０１５６】
　その休止期間Ｄｔｃｓ経過後のキャリア・センス期間５９において、受信部２５０の送
信周波数ｆ２またはｆ２ｉの受信部およびキャリア判定部２４６は、制御部２１０によっ
てイネーブルされて、再び送信周波数ｆ２またはｆ２ｉでキャリア・センスを行う。受信
周波数ｆ１のキャリア・センス周期Ｔｃｓにおける、次の受信周波数ｆ１のキャリア・セ
ンス５０の前の期間において、送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのキャリアが検出されなくな
るまで休止期間Ｄｔｃｓおよびキャリア・センス５９を最大ＮＴＨ－ＴＣＳ回（例えば、
３回）まで繰り返す。それによって、ＲＦ ＩＤタグ２０６による応答の送信期間の確保
の確率を高くすることができる。
【０１５７】
　データ生成部２２２は、メモリ２１４から取り出したタグＩＤ等の所要の情報を含むデ
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ータを暗号化し、その暗号データを符号化する。送信部２３０はその暗号化されたタグＩ
Ｄを含む応答データでキャリアを変調してＲＦ信号を送信する。
【０１５８】
　受信周波数ｆ１のキャリアが検出されなかった（ＮＤ）場合は、後続の休止期間Ｄｒｃ
ｓおよびキャリア・センス５２は、そのキャリアが検出されるまで、最大ＮＴＨ－ＲＣＳ

回まで繰り返される。その後、ウェイクアップ部２７４のウェイクアップ信号に従ってキ
ャリア・センス周期Ｔｃｓで発生するキャリア・センス５０の時間期間に制御部２１０に
よってイネーブルされる。
【０１５９】
　図１０Ｂを参照すると、リーダ／ライタ装置３０４の受信部３５０は、図６Ｂのリーダ
／ライタ装置３０２のものと同様に動作する。
【０１６０】
　図１１は、図３の送信処理を変形したものであり、リーダ／ライタ装置３０４によって
実行される送信処理のフローチャートを示している。図３における受信処理は、リーダ／
ライタ装置３０４にも適用される。
【０１６１】
　図１１を参照すると、ステップ４０５において、制御部３１０は、制御部３１０は、図
３のステップ４０４と同様に周期期間タイマ３７４を初期化して長い動作の周期期間Ｃｔ
ｘを設定し、さらにカウンタ３９６の計数値ＣＴ＿ＣＳを初期化して０に設定する。ステ
ップ４０６～４１３は図３のものと同様である。
【０１６２】
　ステップ４１２においてキャリアが検出された（ＤＴ）と判定された場合は、ステップ
４１３に続くステップ４２４において、制御部３１０は、カウンタ３９６の計数値ＣＴ＿
ＣＳを１だけインクリメントする。ステップ４２６において、制御部３１０は、計数値Ｃ
Ｔ＿ＣＳが閾値ＮＴＨ－ＣＳより小さいかどうかを判定する。計数値ＣＴ＿ＣＳが閾値Ｎ

ＴＨ－ＣＳより小さいと判定された場合は、手順はステップ４０６に戻る。それによって
、周期期間Ｃｔｘの残りの期間において、周波数ｆ１のキャリアが検出されなくなるまで
キャリア・センスが最大ＮＴＨ－ＲＣＳ回まで、リトライのために繰り返される。ステッ
プ４２６において計数値ＣＴ＿ＣＳが閾値ＮＴＨ－ＣＳより小さくない、即ち計数値ＣＴ
＿ＣＳが閾値ＮＴＨ－ＣＳと等しいと判定された場合は、手順はステップ４１４に進む。
【０１６３】
　ステップ４１４は、図３のものと同様である。それによって、周期期間Ｃｔｘの残りの
期間においてデータ生成部３２２および送信部３３０の動作が休止する。
【０１６４】
　ステップ４１５～４１８は、図３のものと同様である。
【０１６５】
　図１２Ａおよび１２Ｂは、図７Ａおよび７Ｂを変形したものであり、アクティブ型ＲＦ
 ＩＤタグ２０６によって実行される処理のフローチャートを示している。
【０１６６】
　図１２Ａを参照すると、ステップ５０２～５１５およびステップ５４２～５４８は図７
Ａのものと同様である。
【０１６７】
　図１２Ｂを参照すると、ステップ５１６～５２２は図７Ｂのものと同様である。但し、
図１２Ｂにおいて、図７Ｂにおける認証のための処理は省略されている。
【０１６８】
　ステップ５２３において、制御部２１０は、カウンタ２９６を初期化してその計数値Ｃ
Ｔ＿ＴＣＳを０に設定し、閾値ＮＴＨ－ＴＣＳを設定する。
【０１６９】
　ステップ５２４において、制御部２１０は、受信部２５０の送信周波数ｆ２またはｆ２

ｉのＲＦ信号の受信部およびキャリア判定部２４６をイネーブルして、キャリア判定部２
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４６は送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのＲＦ信号のキャリアの有無の判定を行う。
【０１７０】
　ステップ５２５において、制御部２１０は、キャリア判定部２４６によって送信周波数
ｆ２またはｆ２ｉのキャリアが検出されたかどうかを判定する。キャリアが検出されなか
ったと判定された場合は、手順はステップ５２６に進む。
【０１７１】
　ステップ５２５においてキャリアが検出されたと判定された場合は、ステップ５５２に
おいて、制御部２１０は、受信部２５０（送信周波数ｆ２またはｆ２ｉのＲＦ信号の受信
部）およびキャリア判定部２４６をディセーブルする。ステップ５５４において、制御部
２１０は、カウンタ２９６の計数値ＣＴ＿ＴＣＳを１だけインクリメントする（ＣＴ＿Ｔ
ＣＳ＝ＣＴ＿ＴＣＳ＋１）。
【０１７２】
　ステップ５５６において、制御部２１０は、計数値ＣＴ＿ＴＣＳが閾値ＮＴＨ－ＴＣＳ

より小さいか、即ち計数値ＣＴ＿ＴＣＳが閾値ＮＴＨ－ＴＣＳと等しいかどうかを判定す
る。計数値ＣＴ＿ＴＣＳが閾値ＮＴＨ－ＴＣＳより小さくないと判定された場合は、手順
はステップ５３０に進む。ステップ５３０において、次のウェイクアップ信号による受信
周波数ｆ１のキャリア・センス５０の前の残りの期間においてＲＦ ＩＤタグ２０６は休
止モードに移行する。
【０１７３】
　ステップ５５６において計数値ＣＴ＿ＴＣＳが閾値ＮＴＨ－ＴＣＳより小さいと判定さ
れた場合は、制御部２１０は、ステップ５５８においてタイマ２７６を初期化して現在の
計数値を０に設定し、タイマ３７６に休止期間Ｄｒｃｓを設定する。ステップ５６０にお
いて、制御部２１０は、タイマ２７６が休止期間Ｄｔｃｓの経過を示しているかどうかを
判定する。ステップ５６０は休止期間Ｄｔｃｓが経過するまで繰り返される。休止期間Ｄ
ｔｃｓが経過したと判定された場合は、手順はステップ５２４に戻る。それによって、キ
ャリア・センス周期Ｔｃｓにおける次の周波数ｆ１のＲＦ信号のキャリア・センス５０を
行う前の期間において、送信周波数のキャリアが検出されなくなるまで休止時間Ｄｔｃｓ
およびキャリア・センス５９を最大でＮＴＨ－ＴＣＳ回まで繰り返す。それによって、Ｒ
Ｆ ＩＤタグ２０６による応答の送信の可能性をより高くし、ＲＦ ＩＤタグ２０６による
応答の送信の期間の確保の確率を高くすることができる。
【０１７４】
　ステップ５２６～５３０は、図７Ｂのものと同様である。
【０１７５】
　以上の説明では、本発明をＲＦ ＩＤタグに関連して説明したが、これに限定されるこ
となく、本発明が非接触ＩＣカードにも適用できることは、この分野の専門家には理解さ
れるであろう。
【０１７６】
　以上説明した実施形態は典型例として挙げたに過ぎず、その各実施形態の構成要素を組
み合わせること、その変形およびバリエーションは当業者にとって明らかであり、当業者
であれば本発明の原理および請求の範囲に記載した発明の範囲を逸脱することなく上述の
実施形態の種々の変形を行えることは明らかである。
【０１７７】
（付記１）　第１のメモリと、時間を計測する第１のタイミング発生部と、送信期間にお
いて第１の周波数で情報要求信号を送信する第１の送信部と、前記第１の周波数と異なる
第２の周波数で応答信号を受信する第１の受信部と、非送信期間において前記第１の送信
部の送信を中断させる第１の制御部と、を具える読取り書込み装置と、
　識別情報を格納する第２のメモリと、時間を計測する第２のタイミング発生部と、バッ
テリと、前記第１の周波数のＲＦ信号を所定の時間間隔で発生する第１の所定期間にキャ
リア・センスして検知するよう動作し、前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアを検出し
たときにさらに前記情報要求信号を受信し、前記情報要求信号の受信に応答して前記第２
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の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスするよう構成された第２の受信部と、前記第２の
受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出され
なかったとき、前記所定の時間間隔より短い休止期間の後の第２の所定期間に前記第１の
周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記第２の受信部を動作させる第
２の制御部と、前記第２の受信部によって前記第１の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ
信号のキャリアが検出されなかったとき前記第２の周波数で前記応答信号を送信する第２
の送信部と、を具える情報記憶装置と、
を含む、情報アクセス・システム。
（付記２）　第１のメモリと、時間を計測する第１のタイミング発生部と、送信期間にお
いて第１の周波数で情報要求信号を送信する第１の送信部と、前記第１の周波数と異なる
第２の周波数で応答信号を受信し、非送信期間における第１の所定期間に前記第１の周波
数のＲＦ信号をキャリア・センスする第１の受信部と、前記非送信期間において前記第１
の送信部の送信を中断させ、前記第１の受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の
周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されたとき、前記非送信期間を継続して第１の所定の
休止期間の後の第２の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検
知するよう前記第１の受信部を動作させる第１の制御部と、を具える読取り書込み装置と
、
　識別情報を格納する第２のメモリと、時間を計測する第２のタイミング発生部と、バッ
テリと、前記第１の周波数のＲＦ信号を所定の時間間隔で発生する第３の所定期間にキャ
リア・センスして検知するよう動作し、前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアを検出し
たときにさらに前記情報要求信号を受信し、前記情報要求信号の受信に応答して第４の所
定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスするよう構成された第２の受信
部と、前記第２の受信部によって前記第３の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキ
ャリアが検出されなかったとき、前記所定の時間間隔より短い第２の所定の休止期間の後
の第５の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前
記第２の受信部を動作させ、前記第２の受信部によって前記第４の所定期間に前記第２の
周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されたとき、前記所定の時間間隔より短い第３の所定
の休止期間の後の第６の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして
検知するよう前記受信部を動作させる第２の制御部と、前記第２の受信部によって前記第
２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されなかったとき前記第２の周波数で前記応答信
号を送信する第２の送信部と、を具える情報記憶装置と、
を含む、情報アクセス・システム。
（付記３）　識別情報を格納するメモリと、
　時間を計測するタイミング発生部と、
　バッテリと、
　第１の周波数のＲＦ信号を所定の時間間隔で発生する第１の所定期間にキャリア・セン
スして検知するよう動作し、前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアを検出したときにさ
らに情報要求信号を受信し、前記情報要求信号の受信に応答して前記第１の周波数と異な
る第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスするよう構成された受信部と、
　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検
出されなかったとき、前記所定の時間間隔より短い休止期間の後の第２の所定期間に前記
第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記受信部を動作させる制
御部と、
　前記受信部によって前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されなかったとき前
記第２の周波数で前記応答信号を送信する送信部と、
を具える、情報記憶装置。
（付記４）　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキ
ャリアが検出されなかったとき、前記制御部は、前記休止期間およびその後の前記第２の
所定期間における前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリア・センスを、前記第１の周波数
のＲＦ信号のキャリアが検出されない限り最大で所定回数まで前記受信部に繰り返させる
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ことを特徴とする、付記３に記載の情報記憶装置。
（付記５）　識別情報を格納するメモリと、
　時間を計測するタイミング発生部と、
　バッテリと、
　第１の周波数のＲＦ信号を所定の時間間隔で発生する第１の所定期間にキャリア・セン
スして検知するよう動作し、前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアを検出したときにさ
らに情報要求信号を受信し、前記情報要求信号の受信に応答して第２の所定期間に前記第
１の周波数と異なる第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスするよう構成された受信
部と、
　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検
出されなかったとき、前記所定の時間間隔より短い第１の所定の休止期間の後の第３の所
定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記受信部を
動作させ、前記受信部によって前記第２の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号のキャ
リアが検出されたとき、前記所定の時間間隔より短い第２の所定の休止期間の後の第４の
所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスして検知するよう前記受信部
を動作させる制御部と、
　前記受信部によって前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されなかったとき前
記第２の周波数で前記応答信号を送信する送信部と、
を具える、情報記憶装置。
（付記６）　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキ
ャリアが検出されなかったとき、前記制御部は、前記第１の所定の休止期間およびその後
の前記第３の所定期間における前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリア・センスを、前記
第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されない限り最大で第１の所定回数まで前記受
信部に繰り返させることを特徴とする、付記５に記載の情報記憶装置。
（付記７）　前記受信部によって前記第２の所定期間に前記第２の周波数のＲＦ信号のキ
ャリアが検出されたとき、前記制御部は、前記第２の所定の休止期間およびその後の前記
第４の所定期間における前記第２の周波数のＲＦ信号のキャリア・センスを、前記第２の
周波数のＲＦ信号のキャリアが検出される限り最大で第２の所定回数まで前記受信部に繰
り返させることを特徴とする、付記５または６に記載の情報記憶装置。
（付記８）　メモリと、時間を計測するタイミング発生部と、
　送信期間において第１の周波数で情報要求信号を送信する送信部と、
　前記第１の周波数と異なる第２の周波数で応答信号を受信し、非送信期間における第１
の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア・センスする受信部と、
　前記非送信期間において前記送信部の送信を中断させ、前記受信部によって前記第１の
所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリアが検出されたとき、前記非送信期間を
継続して所定の休止期間の後の第２の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号をキャリア
・センスして検知するよう前記受信部を動作させる制御部と、
を具える、読取り書込み装置。
（付記９）　前記受信部によって前記第１の所定期間に前記第１の周波数のＲＦ信号のキ
ャリアが検出されたとき、前記制御部は、前記所定の休止期間およびその後の前記第２の
所定期間における前記第１の周波数のＲＦ信号のキャリア・センスを、前記第１の周波数
のＲＦ信号のキャリアが検出される限り最大で所定回数まで前記受信部に繰り返させるこ
とを特徴とする、付記８に記載の読取り書込み装置。
【図面の簡単な説明】
【０１７８】
【図１】図１は、アクティブ型非接触情報記憶装置としてのアクティブ型ＲＦ ＩＤタグ
とリーダ／ライタ装置の構成を示している。
【図２】図２Ａは、リーダ／ライタ装置の送信休止期間、送信周波数のキャリア・センス
、およびタグ情報要求コマンド（ＣＭＤ）を搬送するＲＦ信号の送信処理のタイムチャー
トを示している。図２Ｂは、リーダ／ライタ装置の受信待ち状態および受信ＲＦ信号の受
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信処理のタイムチャートを示している。図２Ｃは、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグのキャリ
ア・センス、受信ＲＦ信号の受信処理、および認証成功の場合における応答を搬送するＲ
Ｆ信号の送信処理のタイムチャートを示している。
【図３】図３は、リーダ／ライタ装置によって実行される処理のフローチャートを示して
いる。
【図４Ａ】図４Ａおよび４Ｂは、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグによって実行される処理の
フローチャートを示している。
【図４Ｂ】(図4Aで説明)
【図５】図５は、本発明の実施形態による、アクティブ型非接触情報記憶装置としてのア
クティブ型ＲＦ ＩＤタグの構成を示している。
【図６】図６Ａは、リーダ／ライタ装置の送信休止期間、送信周波数のキャリア・センス
、およびタグ情報要求コマンドを搬送するＲＦ信号の送信処理のタイムチャートを示して
いる。図６Ｂは、リーダ／ライタ装置の受信待ち状態および受信ＲＦ信号の受信処理のタ
イムチャートを示している。図６Ｃは、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグの受信ＲＦ信号のキ
ャリア・センス、送信ＲＦ信号のキャリア・センス、受信ＲＦ信号の受信処理、および応
答を搬送するＲＦ信号の送信処理のタイムチャートを示している。
【図７Ａ】図７Ａおよび７Ｂは、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグによって実行される処理の
フローチャートを示している。
【図７Ｂ】(図7Aで説明)
【図８】図８は、本発明の別の実施形態による、アクティブ型非接触情報記憶装置として
のアクティブ型ＲＦ ＩＤタグの構成を示している。
【図９】図９は、本発明のその実施形態による、リーダ／ライタ装置の構成を示している
。
【図１０】図１０Ａは、リーダ／ライタ装置の送信休止期間、送信周波数のキャリア・セ
ンス、およびタグ情報要求コマンドを搬送するＲＦ信号の送信処理のタイムチャートを示
している。図１０Ｂは、リーダ／ライタ装置の受信待ち状態および受信ＲＦ信号の受信処
理のタイムチャートを示している。図１０Ｃは、アクティブ型ＲＦ ＩＤタグのキャリア
・センス、送信ＲＦ信号のキャリア・センス、受信ＲＦ信号の受信処理、および応答を搬
送するＲＦ信号の送信処理のタイムチャートを示している。
【図１１】図１１は、図３の送信処理を変形したものであり、リーダ／ライタ装置によっ
て実行される送信処理のフローチャートを示している。
【図１２Ａ】図１２Ａおよび１２Ｂは、図７Ａおよび７Ｂを変形したものであり、アクテ
ィブ型ＲＦ ＩＤタグによって実行される処理のフローチャートを示している。
【図１２Ｂ】(図12Aで説明)
【符号の説明】
【０１７９】
　２０４　アクティブ型ＲＦ ＩＤタグ
　２１０　制御部
　２１４　メモリ
　２２２　データ生成部
　２３０　送信部
　２４２　データ復号部
　２４６　キャリア判定部
　２５０　受信部
　２８２　送信アンテナ
　２８４　受信アンテナ
　２６０　タイミング発生部
　３０２　読取り書込み装置
　３１０　制御部
　３１４　メモリ
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　３２２　データ生成部
　３３０　送信部
　３４２　データ復号部
　３４６　キャリア判定部
　３５０　受信部
　３６０　タイミング発生部
　３８２　送信アンテナ
　３８４　受信アンテナ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５】
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【図６】 【図７Ａ】

【図７Ｂ】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２Ａ】
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【図１２Ｂ】



(32) JP 2010-33328 A 2010.2.12

フロントページの続き

(72)発明者  田中　秀樹
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
(72)発明者  山下　大輔
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内
Ｆターム(参考) 5B035 AA07  AA13  BB09  CA02  CA11  CA23 
　　　　 　　  5B058 CA17  KA02  KA04  KA29  KA31  KA35 
　　　　 　　  5K012 AB05  AB13  AE01  AE09 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

